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福島第一原子力発電所の固体廃棄物保管福島第一原子力発電所の固体廃棄物保管
 に関する中長期計画（案）についてに関する中長期計画（案）について
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金属くず（5μSv/h未満） コンクリートくず（5μSv/h未満） 撤去タンク片

大型金属・機器類 車両 汚染土

既設固体庫廃棄物 可燃物 樹脂

タンク以外の水処理廃棄物 金属くず（5μSv/h以上） コンクリートくず（5μSv/h以上）

１．瓦礫等発生量の集計



 
屋外保管の瓦礫等やタンクリプレースに伴い発生するタンク片等を工事件名別に集計※



 
デブリ取出開始数年後の2027年度までに発生する累計の瓦礫等は、約56万m3

※建屋・タンク等を含む既存の設備は設置したままの前提

③

②

①

■■①資源化対象物

 

：表面線量率5μSv/h未満の瓦礫等（青）、撤去タンク片（赤）

■

 

②減容済みの瓦礫等：車両、大型機器類、既設保管施設で保管されている廃棄物等

■

 

③減容対象物

 

：表面線量率5μSv/h以上の瓦礫等
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２．瓦礫等の一時保管～分別・減容処理～保管までのフロー（案）

コンクリート

 減容施設
金属

 減容施設
高線量

 減容施設

既設/計画済

 保管施設

シート養生

1mSv/h

30mSv/h

既設保管施設

今後発生する瓦礫等

資源化対象物として保管

1mSv/h～

新設

 保管施設

ごく低線量

【一時保管中の瓦礫等】

～1mSv/h

撤去タンク片



 
線量別に一時保管している瓦礫等を分別・減容し、既設・新設保管施設に保管



 
ごく低線量の金属・ｺﾝｸﾘｰﾄや撤去タンク片については、資源化対象物として保管

分別

溶融資源化

分別・減容

0.1mSv/h

屋外集積

コンテナ保管

覆土式一時保管施設
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約56万m3

約14万m3減容対象物量

約9万m3

減容後の物量 約22万m3

約16万m3新設保管施設が必要な物量

約18万m3

約6万m3

既設/計画済保管施設への保管

減容

ごく低線量の金属・ｺﾝｸﾘｰﾄを資源化

撤去タンク片を資源化

３．今後必要となる保管容量の評価

約15万m3

減容済みの瓦礫等

分別

2027年度時点における

累計発生量

※25mプール200杯以上に相当
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４．廃棄物保管・処理のイメージ（瓦礫等）

埋設

 施設

 

埋設

 施設

前処理

 

前処理

埋設

廃棄体化

 
処理

 

廃棄体化

 
処理

現在 5年後頃
（2018年度）

それ以降

屋外集積

シート養生

仮遮へい

覆土式一時保管施設
（1・2槽）

覆土式一時保管施設
（1・2・3・4槽）

覆土式一時保管施設
（1・2・3・4槽）

（*）
（*）減容施設を設けて可能

な限り減容を実施

容器収納

固体庫固体庫 固体庫 固体庫

（*）（*）

10年後頃
（2023年度）

シート養生

15年後頃
（2028年度）

固体庫
固体庫

固体庫
固体庫

固体庫
固体庫

（*）一部は構内でのリサイクルを検討



 
保管形態を現状の屋外集積や仮設保管設備から恒久的な保管施設へ移行していく
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焼却開始

５．廃棄物保管・処理のイメージ（可燃物・保護衣類・伐採木）



 
伐採木の焼却は焼却炉を追設し、焼却期間を短縮



 
枝葉根は5年後（2018年度中）に焼却処理完了目標



 
幹根については、枝葉根に続いて焼却開始

埋設
施設

埋設
施設

前処理

 

前処理

埋設

廃棄体化

 
処理

 

廃棄体化

 
処理

現在

それ以降

枝葉根

幹根

固体庫

伐採木一時保管槽

屋外集積 屋外集積

伐採木一時保管槽

焼却炉

（*）一部は
構内での
リサイクル
を検討

屋外集積

雑固体廃棄物焼却炉

１年後
（201４年度）

容器収納

保護衣類

可燃物の
瓦礫等

屋外集積

容器収納

屋外集積

運転開始

焼却後の保管

増設焼却炉

運転開始

5年後頃
（2018年度）

10年後頃
（2023年度）

伐採木一時保管槽

焼却開始

焼却開始
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コンクリートくず

粗破砕

鉄筋除去

再破砕

金属くずとして保管
コンクリートくずとして

 保管

リサイクル

鉄筋部分
コンクリート部分

再生コンクリート

路盤材

目標値：50%減容

減容処理 資源化のイメージ

【参考】
 

コンクリート減容処理と資源化のイメージ
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金属くず

インゴットとして保管

リサイクル
（鋳造品）

遮へい体

切 断

表面洗浄

ブラスト

選別（磁選機）

 

貯蔵容器

溶 融

インゴット

鉄
系
金
属

鉄
系
金
属

非鉄系金属目標値：50%減容

金属くずとして保管

【参考】
 

金属減容処理とリサイクルイメージ

減容処理 資源化のイメージ


